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実践的な歯周基本治療に必要な知識と技術

＊日本歯科衛生士会第５次生涯研修 A臨床研修コース
a歯周治療の基本技術 Ⅰ－C，５－A   ➡ ２単位申請中

※ 日衛の単位については承認が得られ次第、HPに掲載します。

＊日本歯周病学会認定歯科衛生士『その他の歯周治療研修会』
➡ 単位承認済み

Web配信：（一社）新潟県歯科衛生士会 研修会

歯科衛生士の業務において、積極的に歯科疾患の治癒に寄与で
きるのは歯周病です。そして、歯周基本治療やSPT（supportive 
periodontal therapy）やメインテナンスでは歯科衛生士が中心
となっているのが現実です。また歯科医師、歯科技工士、歯科衛
生士といったチーム医療を実践して行くうえで、歯科衛生士は患
者と向き合い、患者の問題点の把握や希望を聴き、明るい将来へ
と導ける職種といえ、患者にとって最も良きコーディネーターで
あると考えています。このように、歯科疾患の治療のスタートと
ゴールは歯科衛生士が中心となり、歯科衛生士が得た情報によっ
て治療計画を立案することになります。

そのために、今回は日常臨床にすぐに役立てていただくために
ベーシックな歯周基本治療を取り上げることとしました。歯周基
本治療では歯周組織検査から病態把握、患者に応じたモチベーシ
ョン、実際のプラークコントロール指導、スケーリングルートプ
レーニングにおける知識と技能のポイントについて説明します。

※１ 単位申請については、同封の【Web研修会における生涯研修の単位
申請方法について】をご覧ください。

※２ 研修会のURL、ミーティング番号、パスワード等については「案内」
をご確認ください。


